
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　

　

　

【請求項２】
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レベルランナーが取付けられた鼻隠板の前面に複数の軒樋支持具が取付けられ、これら
各支持具間に軒樋が架設されてなる軒先に、前記軒樋前面を被覆するパネル前面と軒樋底
面を被覆するパネル底面を有する化粧パネルを取付ける構造において、

前記レベルランナーを、鼻隠板の前面に当接して固定される固着面の下端部に鼻隠板の
下側で後方へ突出していて後端部を上方へ折曲した起立縁部としてなる水平面部を設けて
形成し、

前記化粧パネルを、パネル前面の上部を内方へ折曲して軒樋支持具に掛止可能に設け、
パネル底面の後端部に上方へ折曲した起立面部を設けるとともに先端を下向き鉤状に曲が
った係止部とした掛止爪部を前記起立面部から前方へ張出させ、且つ当該パネル底面の後
端部が化粧パネル取付け状態において前記レベルランナーの水平面部よりも後方へ突出す
るように設けて形成しておき、

前記化粧パネルのパネル前面の上部を軒樋支持具に被せる一方、パネル底面を軒樋支持
具の下側に被せるとともに掛止爪部の先端を前記レベルランナーの後方から水平面部の起
立縁部内に位置させて掛止させることによって化粧パネルを前後方向へ移動可能として仮
止めし、仮止めしたまま化粧パネルの取り付け位置を調整した後、軒先に固定するように
構成してなる化粧パネルの取付け構造。

レベルランナーの固着面の下端部に前方へ張出した支持片部を設け、軒樋支持具はその



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、軒樋の前面側及び底面側を被覆する に関する。
【０００２】
【従来の技術】
最近の軒先構造においては、軒先の鼻隠板に所定の間隔を置いて軒樋支持具を取付け、こ
れらの軒樋支持具で支持して軒樋を架設し、更に外観を良好にするために軒樋の前側（軒
先側）を長尺な化粧パネルで被覆するのが一般的になってきている。
【０００３】
図６は、従来の化粧パネル取付構造１００の取付構造の一例を示したものである。垂木材
１０１の軒先端部に形成した係止板部１０２の前面に鼻隠板１０３を配設し、この鼻隠板
１０３の前面に軒樋支持具１０６を適宜間隔を置いて固着し、化粧パネル１０７の前面部
１０７ａの上端部を軒樋支持具１０６前部の上端部に固着用ビス１０８で固着すると共に
、化粧パネル１０７の底面部１０７ｂの端部を鼻隠板１０２の底面部に固着用釘１０９で
固着するようにして化粧パネル１０７を軒樋１０４の前面に取付けるものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記の如き取付構造では、化粧パネル１０７を取り付けるのに、化粧パネル１０
７を一人が支えながら化粧パネル１０７の前面部１０７ａの上端部を軒樋支持具１０６前
部の上端部に係合させ、化粧パネル１０７の位置調整を行ない、別の者が固着用ビス１０
８で固着する。次いで、一人の者が底面部１０７ｂの後端部を鼻隠板１０２の底面部に当
接させてこれを保持しておき、別の者が固着用釘１０９で固着するという作業を軒樋架設
方向に沿って軒樋支持具１０６ごとに行わなければならず、化粧パネル１０７の取付作業
は煩雑で工数を要するものであった。
特に、化粧パネル１０７の長さが長尺なものとなると、化粧パネル１０７を支えながら位
置調整作業や固着作業を行うことは極めてたいへんな作業となるから、これら一連の取付
け作業を一人で行うことは到底無理なことであった。
【０００５】
　本発明は、かかる従来の問題点を解消するべくなされたものであり、その目的とすると
ころは、化粧パネルを軒樋支持具に取り付ける際に、化粧パネルを支えながら位置調整や
固着作業を行う必要がなく、たとえ長尺な化粧パネルであっても一人で容易かつ短時間の
うちに取付け作業を行うことができる を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、本発明は、
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底壁部を前記支持片部に載せて固定されるように構成してなる請求項１に記載の化粧パネ
ルの取付け構造。

化粧パネルの取付け構造

化粧パネルの取付け構造

レベルランナーが取付けられた鼻隠板の前面に複
数の軒樋支持具が取付けられ、これら各支持具間に軒樋が架設されてなる軒先に、前記軒
樋前面を被覆するパネル前面と軒樋底面を被覆するパネル底面を有する化粧パネルを取付
ける構造において、前記レベルランナーを、鼻隠板の前面に当接して固定される固着面の
下端部に鼻隠板の下側で後方へ突出していて後端部を上方へ折曲した起立縁部としてなる
水平面部を設けて形成し、前記化粧パネルを、パネル前面の上部を内方へ折曲して軒樋支
持具に掛止可能に設け、パネル底面の後端部に上方へ折曲した起立面部を設けるとともに
先端を下向き鉤状に曲がった係止部とした掛止爪部を前記起立面部から前方へ張出させ、
且つ当該パネル底面の後端部が化粧パネル取付け状態において前記レベルランナーの水平
面部よりも後方へ突出するように設けて形成しておき、前記化粧パネルのパネル前面の上
部を軒樋支持具に被せる一方、パネル底面を軒樋支持具の下側に被せるとともに掛止爪部
の先端を前記レベルランナーの後方から水平面部の起立縁部内に位置させて掛止させるこ
とによって化粧パネルを前後方向へ移動可能として仮止めし、仮止めしたまま化粧パネル



【０００７】
　

【０００８】
　このような構成を有する によれば、化粧パネルを仮固定した後
は、化粧パネルを支持する必要がないから位置調整や固着作業などの取付け作業を容易に
行うことができるから、たとえ長尺な化粧パネルであっても、一人で容易かつ短時間のう
ちに一連の取付け作業を
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を実施例に基づいて説明する。
【００１０】
化粧パネル１は、図１に示すように、軒樋５０及びこの軒樋５０を支持する軒樋支持具７
０の前面側及び底面側を被覆する化粧パネルであって、レベルランナー６０を使用して好
適に取り付けることができるように構成してある。そこで、化粧パネル１の構成を説明す
るにあたり、先ずは軒樋５０、レベルランナー６０及び軒樋支持具７０の構成について説
明する。
【００１１】
軒樋５０は、合成樹脂製であって、樋底面５１と、この樋底面５１の両側から立ちあがっ
た樋前面５２及び樋後面５３と、これら樋前面５２及び樋後面５３の上縁部にそれぞれ形
成してなる樋耳５４，５５とを有するように形成してある。
【００１２】
レベルランナ－６０は、図１及び図３に示すように、鼻隠板８２の前面に沿って長尺な固
着面６１を備え、この固着面６１の上端縁部を前側下向きに折り返して屋根基礎材８１の
軒先突出部分の下面に当接し得る当接片部６２を形成する一方、固着面６１の下端縁部を
後側水平に折曲して水平面部６３ａを形成し、この水平面部６３ａの後端縁部を立ち上げ
て起立縁部６３ｂとし、掛止受片部６３を形成すると共に、固着面６１の下端部から所定
巾上側部位において支持片部６４を前方に張設して形成してある。
【００１３】
軒樋支持具７０は、金属製の板材を板金加工して形成したものであり、適宜巾を有する水
平面部としての底壁部７１と、この底壁部７１の両側から立ちあがった後壁部７２及び前
壁部７３と、この前壁部７３の上端部を後方に折曲してなる水平面を有する水平壁部７４
と、後壁部７２の上端部を前方に折曲してなる水平面を有する水平壁部７５と、これら壁
部７１、７２，７３，７４及び７５に囲まれた内部にこれら壁部と直交する垂直面７６ａ
を立設し、この垂直面７６ａの上部内に上記軒樋５０の樋底面５１、樋前面５２、樋後面
５３及び樋耳５４，５５を嵌合し得る輪郭を有する溝部７６ｂを形成し、さらにこの溝部
７６ｂの底面から水平支持面７６ｃを架設方向に張出してなる支持受け部７６とを有する
ように構成してある。
【００１４】
　化粧パネル１は、金属製の薄板材を板金加工して形成したものであり、図１及び図２に
示すように、軒樋５０の樋前面５２の前方において立ち上がった と、軒樋５
０の樋底面５１を下方から被覆するパネル底面３と、前記前面上部を内向き（樋内側）に
折曲してなる上部内向き部４と、この上部内向き部４内側端縁を下向き折曲してなる水切
面部５と、パネル底面３の後端部に形成してなる掛止部６とを有するように長尺に形成し
てある。
【００１５】
　 は、上下中間部位に長手方向に沿って凹溝部７を設け、この凹溝部７の底
面７ａを樋支持具７０の前壁部７３に当接し、 の他の部分は前壁部７３には
当接させないように形成してある。
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の取り付け位置を調整した後、軒先に固定するように構成してなるものである。

レベルランナーはその固着面の下端部に前方へ張出した支持片部を設けておき、軒樋支
持具はその底壁部を前記支持片部に載せて固定されるように構成することができる。

化粧パネルの取付け構造

行うことができる。

パネル前面２

パネル前面２
パネル前面２



【００１６】
　パネル底面３は、取付け状態において底面後端部３ａが

後方に突出し得る内外巾を有し、内外
中間部位には長手方向に沿って上向き突出してなる凸溝部８を設け、この凸溝部８の上面
８ａを樋支持具７０の底壁部７１に当接し、パネル底面３の他の部分は底壁部７１には当
接させないように形成すると共に、 垂直に立ち上げて起立面部
９を形成し、この起立面部９に掛止爪部１０を固着して掛止部６を形成してある。ここで
、掛止爪部１０は、前記起立面部９に当接し固着する垂直面部１０ａの上下一側を水平に
折曲して水平支持面１０ｂを形成し、更にこの水平支持面１０ｂの先端縁部を下向きに折
り返して断面鉤状を呈する係止部１０ｃを形成して構成してあり、垂直面部１０ａを前記
起立面部９にビス止めして水平支持面１０ｂを前方に張出させてある。
【００１７】
　上部内向き部４は、上記 の上端部を樋内側に向かって折曲して上向き面１
１を形成し、この上向き面１１の内側縁部を垂下させて段差部１２を設け、この段差部１
２の内側部を上向き面１１よりも一段低い水受面部１３として形成してあり、この水受面
部１３の内側端縁をほぼ垂直下向きに折曲し、この下端縁部を外側に折り返して鉤状断面
からなる折り返し縁部５ａとして水切面部５を形成してある。
【００１８】
次に、化粧パネル１の取付け構造及び施工方法について説明する。
【００１９】
　先ず、図４（Ａ）に示すように、レベルランナー６０の当接片６２を屋根基礎材８１の
軒先突出部分の下面に当接させると共に、固着面６１を鼻隠板８２の前面に当接させてこ
の固着面６１に釘等の固着金具９０，９０を打ちこんで固定する。この際、
を屋根基礎材８１の下面に当接させることで、レベルランナー６０のレベルを決定するこ
とができる。また、掛止受片部６３と鼻隠板８２の下面を被覆する垂木材８３との間には
隙間が形成される。
【００２０】
上記の如く取付けたレベルランナー６０の支持片部６４上に軒樋支持具７０の底壁部７１
を載せると共に後壁部７２を固着面６１に当接し、該後壁部７２にリベットやビスなどの
固着金具を打ち込んで軒樋支持具７０を取付け固定する。このようにして水平方向に適宜
間隔をおいて複数の軒樋支持具７０、７０、・・を取付ける。この際、レベルランナー６
０の支持片部６４上に軒樋支持具７０の底壁部７１を載せることで、軒樋支持具７０、７
０、・・を所定のレベルに揃えて取付けることができる。
そしてこれら軒樋支持具７０、７０、・・の各支持受け部７６の溝部７６ｂ内に軒樋５０
の樋底面５１、樋前面５２、樋後面５３及び樋耳５４，５５を嵌入するように軒樋５０を
架設する。
【００２１】
　次に、図４（Ａ）に示すように、化粧パネル１を軒樋支持具７０、７０、・・に対して
前面側から被せて、化粧パネル１の水切面部５を に挿入させると共に、

を水平壁部７４に載せるようにして、 を軒樋支持具７０、７
０、・・に引っ掛けておいて、パネル底面３を下方を回して後方に引っ張り、図４（Ｂ）
に示すように、掛止爪部１０の先端部（係止部１０ｃ）をレベルランナー６０の掛止受片
部６３と垂木材８３との隙間に後方から侵入させ、図５（Ａ）に示すように、掛止受片部
６３上の起立縁部６３ｂ内に掛止爪部１０を位置させる。これにより、起立縁部６３ｂと
係止部１０ｃとの係合によって掛止爪部１０が掛止受片部６３から抜け出ることはないか
ら、化粧パネル１を前後左右に移動可能に仮止めすることができる。
【００２２】
　そして、このように化粧パネル１を仮止めしたら、図５（Ｂ）に示すように、化粧パネ
ル１を前後左右に褶動させて位置調整を行う。この際、図面における幅Ｈが前後方向の位
置調整幅となる。化粧パネル１の位置決めできたら、図１に示すように、 の底面
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軒樋支持具７０の後壁部７２を
超えて、レベルランナー６０の水平面部６３ａより

底面後端部３ａの後縁部を

パネル前面２

当接片部６２

溝部７６ｂ内 水受
面部１３ パネル前面２の上側

凹溝部７



７ａ、 の上面８ａ、及び にビスなどの固着金具９０を打ち込んで化
粧パネル１を固定すればよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例に係る化粧パネルを装着した軒先部分の構成例を示した断面図
である。
【図２】図１の化粧パネルの斜視図である。
【図３】図１の軒先部分を構成する部材（軒樋除く）を分解状態として示した斜視図であ
る。
【図４】図１の化粧パネルの取付け工程を説明する断面図であり、（Ａ）は化粧パネルの
前面側を軒樋支持具に掛止した状態、（Ｂ）は化粧パネルの後端側を掛止しようとしてい
る状態を示している。
【図５】同じく、図１の化粧パネルの取付け工程を説明する断面図であり、（Ａ）は化粧
パネルを仮固定した状態、（Ｂ）は化粧パネルの位置調整を説明する図である。
【図６】従来の化粧パネルの取付け構造を説明する断面図である。
【符号の説明】
１　化粧パネル
２　パネル前面
３　パネル底面
４　上部内向き部
５　水切面部
６　掛止部
７　凹溝部
８　凸溝部
９　起立面部
１０　掛止爪部
１１　上向き面
１２　段差部
１３　水受面部
５０　軒樋
５１　樋底面
５２　樋前面
５３　樋後面
５４、５５　樋耳
６０　レベルランナ－
６１　固着面
６２　当接片部
６３　掛止受片部
６４　支持片部
７０　軒樋支持具
７１　底壁部
７２　後壁部
７３　前壁部
７４　水平壁部
７５　水平壁部
７６　支持受け部
８０　屋根葺材
８１　屋根基礎材
８２　鼻隠板
８３　垂木材
９０　固着金具
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凸溝部８ 水受面部１３



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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